
山
内
隆
通
と
彼
の
時
代

堤

―

大
内
・尾
子
、
毛
利
の
時
代
を
生
き
る
―

一
、
は
じ
め
に

現
在
の
庄
原
市
を
拠
点
と
し
た
山
内
隆
通
は
、
戦
墨
時
代
に
大
内
、
尼
子
、
毛
利

の
戦
国
大
名
に
は
さ
ま
れ

・て
、
生
き
抜
い
た
武
将
で
あ
る
。

隆
通
の
生
き
た
時
代
は
、
前
半
部
分
と
後
半
部
分
の
ふ
た
つ
の
時
代
に
わ
け
る
事

が
出
来
る
と
思
う
。

前
半
部
分
は
、
中
国
地
方
の
支
配
を
め
ぐ
る
闘
い
。
最
初
は
、
大
内
と
尼
子
、
大

内
が
重
臣

の
陶
晴
賢
に
倒
さ
れ
て
、
そ
の
鶏
が
毛
利
元
就
に
宮
島
の
合
戦
で
敗
け
た

後
、
曲
陽
地
方
の
実
権
を
握

っ
た
毛
利
と
麺
子
の
闘
い
。

時
に
は
尼
子
に
つ
き
、
ま
た
時
に
は
、
大
内
、
毛
理
に
つ
い
た
時
代
で
あ
る
。

後
半
部
分
は
、
大
内
滅
亡
後
、
山
陽
地
方
は
毛
利
の
支
配
力
が
強
ま
り
、
尼
子
も

の
ち
に
は
毛
利
の
軍
門
に
降
り
、
山
内
も
毛
利
方
と
し
て
除
々
に
そ
の
支
配
下
に
組

み
込
ま
れ
て
い
っ
た
時
代
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
管
見
の
限
り
で
あ
る
が
、
最
初
に
山
内
な
ら
び
に
、
尼
子
と
大
内

・
毛

利
の
合
戦
等
に
関
す
る
資
料
と
、
山
内
首
藤
氏
に
関
す
る
諸
論
文

（
あ
く
ま
で
私
の

管
見
の
限
り
で
あ
る
が
）
を
か
か
げ
、
次
に
山
内
隆
進
の
前
半
部
と
、
そ
し
て
後
半

義

部
に
つ
い
て
書
い
て
み
た
い
と
思
う
。

二
、
資
料
に
つ
い
て

資
料
に
つ
い
て
は
、
豊
内
に
直
接
か
か
わ
る
も
の
と
、
尼
子
と
大
内

・
毛
利
の
闘

い
に
関
す
る
資
料

（
こ
の
闘
い
に
は
由
内
も
当
然
か
か
わ
っ
て
い
る
）
を
あ
げ
る
。

①

「
山
内
首
藤
家
文
書

」

（
『
大
彗
本
古
文
書

』
家
わ
け
十
五
）
東
京
大
学
出
版

会
　
Ｓ
郷
復
痴

『
大
日
本
吉
文
書

』
は
修
史
局
以
来

の
採
訪
、
収
集
し
た
古
文
書
と
編
年
、
家
わ

け
、
若
し
く
は
事
件

に
よ
う
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

此

の
『
家
わ
け
十
五

』
は
萩
藩
々
士
山
内
家

に
家
蔵
す
る
所

の
吉
文
書
を
整
理
し

て
、
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
号
か
ら
五
七
三
号
ま
で
の
文
書
を
収
め
て
い
て
、
山
内
氏
研
究

の
基
本
資
料
で

あ
る
。

②

『
萩
藩
閥
閲
録

』
曲
口
県
文
書
館
　
Ｓ
貌

・
３

泰
閥
閲
録

』
中

の
解
説

に
よ
る
と
、
五
代
藩
主
の
吉
元
は
学
問
、
文
化
の
興
隆

に
意

を
用

い
、
事
保
三
年

（
一
七

一
八
）
藩
校

の
明
倫
館
を
創
建
す
る
と
共
に
、
毛
利
氏
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家
譜
及
び
家
臣
伝
来

の
古
文
書
、
家
系
の
調
査
事
業
を
、
時

の
歴
史
学
者
で
あ
る
永

田
瀬
兵
衛
政
純

に
担
当
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
編
集
さ
れ
た
も
の
が

『
閥
閲
録

』

（
正

式

に
は
閥
閲
録
と
い
う
）

二
百
四
冊
で
あ
る
。

此
の
時
、
山
内
家
当
主
山
内
縫
殿
が
山
内
家

の
古
文
書
を
提
出
し
編
集
さ
れ
た
も

の
が

『
閥
閲
録

』
十
三
之

一
か
ら
十
三
之
七
ま
で
の
山
内
家
文
書
で
あ
る
。

内
容

に

つ
い
て
は
、

『
大
日
本
古
文
書

』
所
収
の

「
山
内
首
藤
家
文
書

」
と
か
わ

り
は
な
い
が
、
閥
閲
録

の
方

に
は
所
々
に
解
説

が

つ
け
ら
れ
て
い
る
。

事
実
関
係
の
真
偽
等

は
と
も
か
く
と
し
て
、
わ
か
り
や
す
い
所
も
あ
る
。

例

え
ば

『
萩
藩
閥
閲
録

』

一
七
号

の
「
従
隆
通
之
両
通
、
具
令
披
見
候
。
於
我
等

前
々
之
筋
目
、　
一
切
無
忘
却
候
。
此
等
之
趣
能

々
可
被
仰
達
事
。
可
目
出
度
候
。
恐

々
謹
言

」

毛
利
輝
元
が
熊
谷
信
直

に
あ
て
た
書
状

で
あ
る
が
、
解
説
文

と
し
て

「
右
此
比
世

上
何
角
風
説
御
座
候

に
付
、
先
年
元
就
公
雲
州
御
退
軍
之
時
、
甲
山
城

（
山
内

の
甲

山
）

へ
被
入
、
直
通
、
隆
通
と
御
頼
被
成

に
付
、
吉
田

へ
送
奉
り
候
、
己
来
所
々
御

弓
箭
之
節
、
段
々
遂
御
馳
走
、
今
更
別
心
無
之
段
、
隆
通
神
文

を
以
、
熊
谷
伊
豆
守

信
直
ま
で
申
達
候
処

に
輝
元
公
よ
り
信
直

に
対

せ
ら
れ
御
書

」

（
カ

ソ
コ
文
は
筆
者
）

こ
れ
は
、
事
実
か
ど
う
か
と
も
か
く
と
し
て
、
元
就
が
雲
州
よ
り
退
軍

の
時
に
山

内

の
甲
山
城

へ
に
げ
こ
み
、
そ
れ
を
丁
重
に
吉
田
迄
元
就
を
送

っ
て
い
っ
た
時

の
こ

と
を
書
き
、
山
内
隆
通

の
毛
利
家

に
対
し
て
ふ
た
心
な
い
こ
と
を
誓

っ
た
も
の
で
あ

′０
。③

「
西
備
名
匠
」
巻
六
、
七
、
八

（
『
備
後
業
書

』
）
歴
史
図
書
社
　
Ｓ
４５

・
９

「
西
備
名
匠

」
巻
六
は
大
内
　
尼
子
に
つ
い
て
、
巻
七

・
八
は
毛
利

（
上

・
下
）

に
つ
い
て
書
い
て
い
る
。
大
内

・
尼
子

・
毛
利
に
つ
い
て
の
概
略
は
わ
か
り
や
す
い
。

大
内

。
尼
子

・
毛
利
の
記
述
中
に
山
内
に
つ
い
て
も
書
い
て
い
る
の
で
参
考
に
は
な

２一
。ま

た
、
同
書
巻
之
六
十
三

（
比
婆
村
）
、
巻
之
六
十
五

（山
内
庄
）
、
比
婆
村

の

項

で
は
、
蔀

山
に

つ
い
て
、
山
内
庄

の
項

で
は
、
そ
の
名

の
通
り
山
内

に
つ
い
て
書

い
て
い
る
。

①

『
親
肝
合
戦
雲
陽
軍
実
記

』
勝
田
勝
年
校
注
、
新
人
物
往
来
社
　
Ｓ
５３

・
・２

本
書
は
校
注
者

の
解
説
文

に
よ
れ
ば

『
雲
陽
軍
実
記

』
を
全
国
の
読
者

の
前

に
紹

介
し
、
併
せ
て
必
要
な
解
説
を
加
え
て
、
理
解

に
役
立

て
よ
う
と
す
る
目
的
か
ら
執

筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書

の
命
名
に
つ
い
て
は
、
現
時
合
戦
と
冠
称
を

つ
け
た
の
は
内
容
を
読
者

に
率

直
に
し
ら
し
め
る
た
め
で
あ
り
、
例
え
ば

『
萩
藩
閥
閲
録

』
は
元
来
は

『
閥
閲
録

』

で
あ

っ
た
が
、
後

に
は
、
萩
藩

の
二
字
が
冠
せ
ら
れ
た
如
く
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
解
説
文
は
続

け
て
、
明
治
四
十
四
年

（
一
九

一
一
）
十

一
月
刊
の

『
雲

陽
軍
実
記

』
を
底
本
と
し
て
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

此

の

『
雲
陽
軍
実
記

』
は

「
河
本
家

の
記
録

に
し
て
他
生
之
不
知
実
録

」
と
し
て

扱
わ
れ
た
が

（
ち
な
み
に
河
本
家
は
尼
子

の
中
級
家
臣

で
、
尼
子
義
久

に
疎

ん
ぜ
ら

れ
、
毛
利
元
就

に
降

っ
た
が
、
尼
子
滅
亡
後
の
勝
久

の
富
田
城
攻
撃

に
内
応
し
て
、

以
後
の
動
向
は
不
明
）
、
明
和
八
年

（
一
七
七

一
）

八
月

の
春
日
由
雄
著
の
『
雲
陽

軍
実
記
考

』
に
は

「
ソ
モ
ソ
モ
諸
軍
記

ヲ
探
索

シ
テ
普
ク
見
侍
リ
ケ
ル
、
古
考

ノ
者

モ
此
記

ア
ル
事

ヲ
知
ラ
ザ
リ
シ
ニ
、
飯
石
郡

（
現
島
根
県
）

二
所
持

セ
シ
者

ア
リ
テ

深
ク
蔵
置
ケ
ル
ガ
、
此
事

ヲ
伝
聞

セ
シ
者
、
多
年

ノ
懇
望
切

ナ
ル
ニ
ヨ
リ
テ
、
近
年
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ヒ
ソ
カ

ニ
借
進

セ
シ
メ
テ
写
シ
取
ケ
ル
ヨ
リ
、
縁

ニ
ヨ
リ
伝

テ
求

テ
書
写

セ
シ
モ
ノ

数
十
家

二
及
ベ
リ
ト
ゾ

」

河
本
家
の
秘
録

で
あ
る
本
書
も
明
和
八
年
頃
か
ら
次
第

に
写
本
と
し
て
流
布
し
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

本
書
は
第

一
巻
か
ら
第
五
巻

の
構
成

で
、
例
え
ば
第

一
巻
は

「
尼
子
経
久
富
田
城

を
切
り
返
す
並
び
に
苫
屋
千
万
歳
の
事

」
「
阿
用
合
戦
並
び
に
尼
子
民
部
少
輔
政
久

落
命

の
事

」
等
項
目
を
あ
げ
て
、
尼
子
経
久

の
功
業
か
ら
、
尼
子
勝
久

の
上
月
城

で

の
敗
北
ま
で
を
書

い
て
い
る
。

⑤

『
陰
徳
太
平
記
』
上

・
下
芸
備
風
土
研
究
会

Ｓ
慇

・
４

大
正
三
年

（
一
九

一
三
）

七
月
早
稲
田
大
学
出
版
部
が
発
行
し
た

『
通
俗
日
本
全

史
』
に
収
め
ら
れ
て
い
た
も
の
を
再
版
し
た
も
の
。

例
言
に
よ
る
と
、
第

一
巻
か
ら
四
十

一
巻
ま
で
を
収
録
。
此
書
は
、
周
防
岩
国
吉

川
家
の
老
臣
香
川
正
矩
父
子

の
手
に
成

る
。

此
書
を

『
陰
徳
太
平
記
」
と
名
付
け
た
る
は
、
宇
都
宮
三
近
の
序

に
「
有
陰
徳
者
、

必
有
陽
報
。
有
陰
行
者
必
有
昭
名
公
以
此
胎
其

子
孫

者

所

以
警
其

好

戦
而
示
積
徳

者
欺
非
呼

」
と
あ
る
に
依
て
其
旨
意
明
な
り
、
正
矩

の
次
男
景
継
は
即
ち
本
書
の
集

大
成
者
な
り
、
景
継
少
小

に
し
て
、
父

に
死
に
別
れ
、
四
十
才

の
と
き
に
佛
門

に
入

る
。
爾
来
尭
真
を
名
と
し
、
宣
阿
を
号
と
す
。
和
漢
佛
典

に
通
ず
れ
ど
も
、
特

に
歌

を
以
て
世
に
聞

ふ
。

一
條

の
今
西
行

の
称
あ
り
、
蓋
し
居
を
京
都

一
條

に
　
し
た
れ
ば
な
り
、
享
保

二

十
年
九
月
、
七
十
八
才

に
て
寂
す
。
著
述

に
草
庵
集

・
蒙
求
諺
解

・
須
磨
明
石
抄

・

梅
月
堂
随
筆
等
あ
り
。

其
歌
集
は
門
人
橘
雅
珍
が
集
め
し
所

の
梅
月
堂
尭
真
法
師
和
歌

一
巻
あ
り
。
作
者

父
子
の
祖
先

の
武
功
は
本
書

の
処
々
に
見
え
た
り
。

⑥

『
陰
徳
太
平
記
』
上
　
中

・
下
　
香
川
正
矩
原
著

・
松
田
修

・
下
房
俊

一
訳

教
育
社

　

一
九
八
〇
年
三
月

例
言

に
よ
る
と
、
周
防
岩
国
吉
川
家
臣
香
川
正
矩
と
そ
の
子
梅
月
堂
宣
阿
の
著

『
陰
徳
太
平
記
』

（
八
十

一
巻
）

の
う
ち
毛
利
興
亡
調
と
い
う
べ
き
部
分
を
現
代
語

訳
し
、
注
釈
を
加
え
た
。
正
徳

二
年
版

（洛
陽
有
春
軒
刊
行
）
を
底
本
と
し
た
。

ま
た
、
参
照
し
た
本
と
し
て
は
、
通
俗
日
本
全
史

『
陰
徳
太
平
記
』

（
上

・
下

三
冊

大
正
三
年
刊
）
、
臨
川
書
店
正
徳

二
年
版
本

『
陰
徳
太
平
記
』

（
上

・
下
三
冊
、
松

田
修

・
笹
川
祥
生
共
編
）
を
あ
げ

て
い
る
。

吉
田

一
保

『
和
漢
軍
書
要
覧
』
―
近
世
中
期

の
通
俗
史
書
目
録
―
所
収
の
陰
徳
太

平
記

の
項
に
は
、

『
陰
徳
太
平
記
』
八
十

一
巻
　
香
川
正
矩
撰

百
四
代
後
土
御
門
内
院
、
文
明
年
中
よ
り
百
八
代
後
陽
成
院
慶
長
年
中
ま
で
、
凡

百
十
余
年
の
間
を
記
す
。
足
利
家

の
滅
亡
、
織
田

・
豊
臣

の
治
世
、
秀
吉
朝
鮮
征
伐

凱
陣
ま
で
に
終
る
。
関
西

の
軍
書
に
し
て
、
東
国

・
北
国
は
事

と
因
て
あ
ら
あ
ら
記

し
ぬ
、
信
長
本
能
寺
合
戦
、
大
内
義
隆
逆
臣
陶

の
入
道
が
た
め
に
て
討

た
れ
、
尼
子

一
類
富
田
七
年
の
籠
城
、
山
中
鹿
助
が
忠
勇

・
毛
利
元
就
宮
島
合
戦
の
武
功
、
吉
川

小
早
川
等
家
を
興
し
、
秀
吉
中
国
所
々
の
合
戦
等
諸
将
勇
士

の
家
系
興
廃
を
委
し
く

し
る
す
。

①

『
山
内
首
藤
氏
史
料
』
第

一
巻
―
九
巻
　
前
田
泰
男
編

（
呉
市
在
住
）

Ｓ
４２

・

７
１
Ｓ
“

・
２
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こ
れ
は
県
市
在
住
の
前
郷
泰
男
氏
が
　
い
る
い
る
な
諸
資
料
か
ら
由
内
首
藤
氏
に
　
　
研
究
紀
要
創
刊
号
』
）
二
本
靖
、
Ｓ
慇

・
３
、
◎
「
備
後
鐵
曲
内
首
藤
氏
の
国
人
領

か
か
わ
る
も
の
を
抜
す
い
し
、
収
録
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
制
形
成
過
程

」

（
『
上
智
日
本
史
』
二
）
福
本
潤
　
Ｓ
毬
、
⑩

「
墨
人
領
主
の
所

年
代
毎
に
山
内
氏
と
そ
れ
に
か
か
わ
り
あ
る
闇
年
代
の
安
芸

，
騰
後

・
備
餞
等
を
　
　
領
形
態
に
つ
い
て
」

（
『
丹
判
歴
史
』

一
四
号
）
村
田
修
三
、
Ｓ
４

・
１１
、
⑪

「
鎌

あ
げ
、
全
国
の
出
来
毎
と
対
比
し
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
末

・
菫
北
朝
期
に
お
け
る
鐘
後
山
内
氏
の
在
地
領
主
制
と
村
落

」
松
浦
義
則
、
芸

③

『
広
島
県
史
』
古
代
中
性
資
料
綴
Ⅳ
、
広
島
県
Ｓ
お

。
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
地
方
史
研
究
八
六
，
Ｓ
襲

・
６
、
⑫

「
備
後
国
地
航
荘
の
歴
史
地
理
的
考
察

轟
武

広
島
県
内
に
在
る
文
書
類
を
収
録
し
た
も
の
で
、

「
庄
原

・
比
婆
地
匠

」
の
所
に
　
　
爾
祐
三
、
芸
備
地
方
史
研
究
八
八

・
八
九
、
Ｓ
４６

・
７
、
⑬

「
室
町
動
乱
期
に
お
け

山
内
に
関
す
る
文
書
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。

，へ

付
録
の
本
札
の
項
に
天
二
九
年

　

る
山
内
首
藤
氏
の
領
主
権
拡
大

」
―
延
暦
寺
領
備
後
国
泉
露
荘
を
め
ぐ
っ
て
１
　
武

九
月
日
の
園
通
寺
の
本
堂
修
造
棟
札
が
の
せ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
祐
三
、
芸
備
地
方
史
研
究

一
二
七
、
Ｓ
“

・
７
、
⑭

『
大
名
領
国
の
構
成
的
展
開
』

そ
の
機
に
は
、
一‐
戦
国
史
料
叢
書
七
」

（
『
中
国
史
料
集
』
）
米
原
正
義
校
注
、
　

　

所
収
中
の
「
備
後
墨
山
内
氏
の
在
地
領
主
制
の
進
展
と
図
醸

」
、

「
機
後
山
内
氏

一

人
物
往
来
社
Ｓ
４‐

，
９
　

『
由
内
首
藤
家
文
書
」

一
―
十
　
武
田
祐
三
、
北
備
地
方
　
　
族
と
南
北
朝
の
動
乱

」
岸
田
裕
之
、
Ｓ
“

・
９
、
⑮

「
鎌
倉
初
期
に
お
け
る
山
内
首

史
Ｓ
４０

．
４
１
盤

ｏ
ｌ２
、

『
諸
臣
証
文

・
山
内
家
証
文
抜
書
』
庄
原
市
文
化
財
保
護
　
　
藤
家
に
つ
い
て
」
出
内
博
都
、
中
世
を
読
む

一
、　
一
九
八
八

・
十
、
⑬
「
山
内
首
藤

委
員
会
、
北
備
地
方
史
研
究
会
Ｓ
４３

・
３
　
等
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
と
寺
院

・
神
社

」
、
拙
稿

（堤
）
、
中
世
を
読
む

一
、
○

『
広
島
県
の
地
名
』
平

凡
社
、
武
田
祐
三
執
筆
庄
原
市
の
項
目
等
が
あ
る
。

二
、
山
内
首
藤
氏
に
関
す
る
論
文
に
つ
い
て

①

「
備
後
国
地
鏡
庄

」
猪
原
薫

一
、
歴
史
と
地
理
三
二
―
六
、
②

「
地
毘
庄
と
山

内
氏

」
出
内
博
都
　
壼ム
備
地
方
史
研
究
十

一
Ｓ
撻

・
３
、
Ｏ

「
東
国
か
ら
移

っ
た
武

士
達

」
出
内
博
都
　
士本
備
地
方
史
研
究

一
七
―

一
八
Ｓ
３‐

，
７
、
④

「
承
久
の
乱
後

に
お
け
る
在
地
構
造
の
変
化

」
武
田
祐
三
、
芸
鐘
地
方
史
研
究
五
四
Ｓ
４０

．
２
、

⑤
「
地
蹴
庄
以
前
の
山
内
首
藤
氏
」
武
田
祐
三
、
芸
備
地
方
史

一
、
Ｓ
４０

．
４
、

⑥

「
地
鐘
荘
以
前
の
山
内
首
藤
氏

」
武
田
祐
三
、
芸
備
地
方
史
研
究
六

一
　

Ｓ
４．

．

６
、
①
「
備
後
国
信
敷
荘
と
由
内
首
藤
氏

」
武
露
祐
三
、
芸
備
地
方
史
研
究
六
八
、

Ｓ
盤

ｏ
９
、
③

「
備
後
国
地
離
庄

・
藤
原
姓
山
内
氏

一
族

｛
揆

」

（
『
鹿
児
轟
短
大

①
ｌ
⑬
の
論
稿
を
み
る
と
、
山
内
氏
が
地
毘
庄

に
入
部
し
た
初
期
を
扱
か
っ
た
論

稿
、
出
た
論
稿
や
武
田
論
稿
と
南
北
朝
の
在
地
領
主
制
と
村
落
、
山
内
首
藤
氏
の
一

族

一
揆
を
扱
か
っ
た
論
稿
が
目
に
つ
く
。

岸
田
氏
の
「
備
後
山
内

一
族
と
南
北
朝

の
動
乱

」
の
中
で
、
山
内
氏
と
た
た
ら
製

鉄
に
ふ
れ
ら
れ
た
箇
所
が
あ
る
が
、
注
日
さ
れ
る
。

西
、
山
内
隆
通
に
つ
い
て
の
ま
え
が
き

山
内
隆
通
は
系
図

（
「
山
内
首
藤
家
文
書

」
・
『
大
日
本
吉
文
書
』
家
わ
け
第
十

五
所
収
に
よ
る
。
こ
れ
以
後
は
「
山
内
篇
藤
家
文
書

」
と
い
う
。
）
に
よ
る
と
、
…
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（前
略
）
…
豊
成
―
直
通
―
豊
通
―
隆
通
と
な
り
、
生
没
年
は
、
系
図
に
よ
る
と
、

事
禄
三
年

（
一
五
三
〇
）
―
天
五
十
四
年

（
一
五
八
六
）
で
あ
る
。

系
図
の
説
明
書
に
よ
る
と
、
山
内
家
の
支
族
多
賀
山
通
続

（現
比
婆
糠
高
野
鞍

・

蔀
山
城
）
の
嫡
男
で
、
妻
は
山
内
豊
通
の
娘
、
継
嬰
は
態
谷
伊
豆
守
信
直
の
娘
で
、

始
め
て
、
毛
利
元
就
に
属
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、
隆
通
の
母
は
豊
通
の
妹
で
あ
る
。

山
内
隆
通
の
生
き
た
中
国
地
方
は
、
大
内
対
尼
子
、
大
内
滅
亡
後
は
、
毛
利
対
尼

子
の
争
乱
の
時
代
で
あ
る
。
そ
の
中
で
強
力
な
戦
国
大
名
に
は
さ
ま
れ
て
家
を
維
持

し
て
い
く
為
に
は
、
大
内
に
つ
い
た
り
、
尼
子
に
つ
い
た
り
、
毛
利
に
つ
い
た
り
し

て
、
巧
く
み
に
生
き
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

山
内
の
支
族
多
賀
山
通
続

（新
兵
衛

・
高
野
由
久
意
と
も
い
う
）
の
鏑
男
で
あ
る

隆
通
が
何
故
豊
通
の
娘
を
妻
と
し
て
、
本
家
を
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

そ
れ
は
尼
子
晴
久
の
強
制
に
よ
る
為
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
。

こ
こ
で
は
、
実
父
多
賀
山
通
続
と
、
総
領
山
内
直
通

・
義
父
豊
通
を
前
段
と
し
て
、

曲
内
隆
通
の
時
代
を
書
い
て
み
た
い
と
思
う
。

五
、
多
賀
山
轟
続
に
つ
い
て

山
内
氏
の
支
族
多
賀
曲
氏
に
つ
い
て
は
、
地
昆
庄
入
部
の
初
代
通
資
が
蔀
山
か
ら

甲
山
に
移

っ
た
後
に
、
蔀
山
を
つ
い
だ
の
が
弟
の
通
俊
で
、
そ
れ
以
後
通
俊
の
子
孫

が
多
賀
曲
氏
を
称
し
て
い
る
。

山
内
隆
通
の
父
多
賀
山
通
続
に
つ
い
て
は
、

『
山
内
家
首
藤
家
文
書
』
三
二

一
号

に
、

「
多
賀
山
通
続
国
家
図
案
」
が
あ
る
。

こ
れ
は
永
禄
二
年

（
一
五
五
九
）
十
二
月
に
畿
内
通
続
が
末
代
の
為
に
書
き
お
い

た
も
の
で
あ
る
が
、
通
続
の
生
い
た
ち
等
を
書
い
て
い
て
、
わ
か
り
や
す
い
も
の
で

あ
る
。

「
系
図
案

」
に
よ
る
と
、
叔
父
の
花
栗
弥
兵
衛
の
課
反
の
時
に
系
図
を
失
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
、
祖
父
以
来
の
事
で
、
聞
き
お
ぼ
え
て
い
る
事
を
、
書
き
お
き
た
い

と
冒
頭
に
書
い
て
い
る
。

九
才
の
時
に
叔
父
花
栗
弥
兵
衛
が
逆
心
を
し
て
、
父
通
廣
並
び
に
兄
の
又
四
郎
を

討
ち
果
し
た
。
そ
の
時
に
懸
合

（現
島
根
県
懸
合
）
に
落
ち
の
び
、
隠
れ
て
い
た
時

に
、
井
上
八
郎
右
衛
門
尉
が
機
本
谷
で
花
菓
弥
兵
衛
と
差
し
違
え
て
討
ち
果
し
た
。

そ
こ
で
、
十
才
の
永
正
十
二
年

（
一
五

一
五
）
に
家
を
つ
ぎ
、
今
年
で
四
十
四
才

に
な
る
。

通
続
が
二
十
余
才
の
時
に
機
州
の
下
知
に
よ
っ
て
、
尾
子
と
縁
を
切

っ
た
が
、
事

禄
三
年

（
一
五
三
〇
）
九
月
九
日
に
尼
子
が
蔀
由
城
に
押
し
か
け
、
翌
年
七
月
十
九

二
十
日
に
は
兵
根
も
つ
き
、
家
来
の
お
も
だ

っ
た
も
の
も
討
ち
死
に
を
し
て
し
ま
っ

た
と
あ
る
。

隆
通
の
父
多
賀
山
通
続
は
叔
父
の
返
逆
に
よ
っ
て
、
幼
な
い
時
に
父
と
兄
を
失
な

い
、
多
賀
山
の
家
督
を
つ
い
で
、
尼
子
や
大
内
と
の
間
に
は
さ
ま
れ
な
が
ら
苦
労
を

し
て
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

後
に
は
、
尼
子
と
の
縁
を
切
り
、
息
子
山
内
隆
通
の
パ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
下
に
、
毛

利
方
と
し
て
存
続
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
も
し
も
と
い
う
仮
定
で
あ
る
が
、
息
子

の
隆
通
が
い
な
け
れ
ば
、
宮

（新
市
亀
寿
山
）
や
和
智
の
よ
う
に
、
毛
利
に
よ
っ
て
、

つ
ぶ
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

「
多
賀
山
通
続
同
家
系
図
案

」
中
に
罵
子
と
の
合
戦
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
此
の
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尼
子
と
の
合
戦
の
前
段
と
し
て
、

『
山
内
首
藤
家
文
書
』

二
〇
二
号
に
、
享
禄

二
年

（
一
九

二
九
）

七
月
甘
六
日
付

の
大
内
義
隆
が
、
毛
利
元
就

に
あ
て
た
書
状

に
は
、

大
内

の
家
臣
弘
中
隆
兼
か
ら
の
報
告
と
し
て
、
毛
利
元
就
を
大
将
と
し
て
、
多
賀
山

と
合
戦
し
て
、
こ
れ
を
落
し
た
と
い
う
報
告
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
を
書

い
て
い
る

の
で
、
享
禄

二
年

に
、
先
ず
大
内
方

の
毛
利
元
就

に
よ

っ
て
蔀
山
城
が
落
城
し
、
そ

の
翌
年
か
ら
尼
子
氏
の
攻
撃

が
初
ま

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
後

に
毛
利
方
と
し
て
行

動
し
て
い
た
多
賀
山
通
続
は
、

「
系
図
案

」
中

で
尼
子
の
攻
撃

の
事
を
強
調
し
て
書

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

通
続
は
菩
堤
寺

の
功
徳
寺
が
弘
治
元
年

（
一
五
五
五
）

に
火
災

に
あ

っ
た
時

に
、

寺
領
を
寄
進
し
て
、
臨
済
宗

か
ら
曹
洞
宗

に
改
め
て
い
る

（拙
稿

「
山
内
首
藤
氏
と

寺
院

・
神
社

」

（
『
中
世
を
読
む
』

一
号
）
。

多
賀
山
通
続
は

『
陰
徳
太
平
記
』
等

で
は
、
高
野
山
久
意
と
し
て
名
前
が
出

て
く

る
。
天
文
十
年

（
一
五
四

一
）

に
は
、
大
内
方

の
先
峰
と
し
て
尼
子
領
に
攻
め
入

っ

た
が
、
天
文
十

二
年
に
な
る
と
、
大
内

か
ら
尼
子
方
に
転
じ
て
い
る
。
此

の
事
は
隆

通

の
所

で
書

い
て
み
た
い
。

六
、
山
内
直
通

・
豊
通
に
つ
い
て

隆
通
の
祖
父
山
内
直
通
は
初
め
は
、

二
郎
四
郎
、
幸
松
丸
、
豊
通
等
と
名
乗

っ
て

い
た
。

父
豊
成

（初
め
は
豊
通
）
か
ら
、
文
明
十

五
年

（
一
四
八
三
）
九
月
廿
六
日
付
で
、

本
領
地
と
し
て
、
地
毘
庄
本
郷
．
下
原
地
頭
領
家
、
信
敷
東

一
日
、
同
所
増
分
、
信

敷
東
西
段
銭
、
伊
与
本
家
東
西
、
同
所
半
済

（湯
川
山
本
に
あ
づ
け
て
い
る
）
、
津

口
半
済
、
岩
成
下
村
領
家

（
三
原
五
郎

に

一
期
と
し
て
与
え
て
い
る
）
、
小
条
分
、

河
北
村

の
十

一
カ
所
が
譲

ら
れ
て
い
る

（
『
山
内
首
藤
家
文
書
』

一
八
二
号
）
。

ま
た
、
請
地
と
し
て
、
下
村
栖
真
院
領

（京
着
公
用
四
十
貫
文
）
、
三
ケ
村
同
院

領

（京
着
公
用

一
二
〇
貫
文
）
、
他
四
カ
所
を
譲

ら
れ
て
い
る

（
『
山
内
首
藤
家
文

書
』

一
八
三
号
）
。

文
明
十
五
年
九
月
吉
日
付

で
、
信
敷
東

一
回
御
判
伊
与
半
済
、
石
成
、
下
村
御
半
、

信
敷
欠
所
分
御
判
、
河
北
領
家
方
御
判
、
反
銭
御
免
御
判
、
信
敷
西
方
反
銭
被
下
候

御
判
、
臨
時
反
銭
御
免
御
判
、
地
毘
庄
内
懸
田
御
半
、
津

口
半
済
御
判
、
播

（麟
ド

所

々
御
判

（
三
通
）
、
高
氏
将
軍
信
敷
東
方
御
恩
賞
建
輸
聟∠

御
判
、
泰
通
譲
状
以
上
十

五
通
が
譲
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
文
明
十
五
年
十
二
月
廿
六
日
付

で
、
守
護

の
山
名
政
豊

が
山
内

幸
松
丸

（直
通
）

に
備
後
、
播
磨
両
国

の
諸
所
領
を
安
堵
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う

に
父
豊
成
か
ら
山
内
家

の
家
督
を
譲
ら
れ
て
い
る
。

守
護
山
名
氏
か
ら
の
書
状
を
、

『
山
内
首
藤
家
文
書
』
中

の
山
内
直
通
あ
て
書
状

か
ら
み
て
み
る
と
、
最
初
は
山
名
政
豊
、
俊
豊
、
祐
豊

（但
馬
を
拠
点

と
す
る
）

で

あ
る
が
、
大
永
七
年

（
一
五
二
七
）
頃

に
な
る
と
、
守
護

の
書
状
は
な
く
な
り
、
大

内

の
書
状

に
な

っ
て
い
る
の
で
、
守
護
山
名
氏
の
勢
力

の
後
退
が
み
て
と
れ
る
。

和
智
筑
前
守
が
大
内
義
興
に
大
永
七
年

に
そ
む

い
た
の
で
、
山
内
上
野
介

（直
通
）

は
、
大
内
義
興
に
く
み
し
て
参
陣
を
し
て
い
る

（
『
山
内
首
藤
家
文
書
』

一
九
八
―

二
〇

一
号
）
。

山
内
豊
通
に
つ
い
て
も
、
和
智
と
の
合
戦
に
関
し
て
、
大
内
義
興
は
、
大
永
七
年

九
月
二
日
付
と
大
永

八
年

二
月
廿
五
日
付

の
二
通
の
書
状
を
出
し
て
い
る
。
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『
陰
徳
太
平
記
』
や

『
続
緩
合
戦
雲
陽
軍
実
記
』
に
よ
る
と
、
尼
子
経
久
と
三
男

の
塩
治
興
久
と
が
、
天
文
元
年

（
一
五
三
二
）
所
領
を
め
ぐ
っ
て
合
戦
と
な
り
、
塩

治
興
久
は
敗
れ
て
、
義
父
山
薦
直
通
を
頼

っ
て
、
甲
由
に
落
ち
た
と
あ
り
、

『
藤
備

名
匡
』
に
は
、

「
直
通
、
隆
通
こ
れ
を
助
く
、
経
久
舎
弟
下
野
守

（国
久
）
次
男
紀

伊
守

（尼
子
の
最
強
軍
覇
「
新
宮
党

」
）
に
勢
を
附
て
、
山
内
を
攻
る
事
す
で
に
五

箇
度
に
及
ぶ
、
然
を
直
通
兄
弟

（祖
父
と
孫
か
）
克
鋳
て
、
雲
州
勢
勝
利
な
く
引
退

き
ぬ
。
其
後
、
黒
正
甚
兵
衛
を
使
い
興
久
を
乞
ふ
。
興
久
こ
れ
を
爾
い
て
自
殺
す
。

直
通
首
を
お
く
っ
て
和
睦
す
る
ど
と
あ
る
。

天
文
四
年

（
一
五
二
五
）
十
二
月
三
日
に
興
久
は
由
内
直
通
方
に
お
い
て
自
害
し

た
と
い
う
。

鍾
通
の
娘
を
「
山
内
系
図

」
で
見
て
み
る
と
、
二
人
載

っ
て
い
る
。
長
女
は
、
宍

戸
元
家
に
と
つ
い
だ
が
、
元
家
の
死
後
馬
来
乗
綱
に
と
つ
ぎ
、
二
女
は
、
多
賀
山
通

続

（隆
通
の
母
）
に
と
つ
ぎ
、
三
女
は
、
田
総
元
里
に
と
つ
い
で
い
る
。
系
図
上
で

は
長
女
が
山
陰
の
馬
来
に
と
つ
い
で
い
る
．
塩
治

（尼
子
）
興
久
に
と
つ
い
だ
娘
は

出
て
こ
な
い
が
、
ま
さ
か
山
陰
の
雄
尼
子
の
三
男
に
と
つ
い
で
い
る
の
で
あ
る
か
ら

妄
鰻
の
子
供
で
あ
っ
た
と
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。

此
の
事
が
事
実
と
す
る
な
ら
ば
、
自
内
直
通
は
尼
子
と
縁
を
通
じ
て
い
た
こ
と
に

な
る
。

安
芸
で
は
、
天
文
二
年
に
武
鶴
光
権
が
病
没
す
る
と
、
家
臣
が
分
裂
、
光
和
の
養

子
信
実
は
若
狭

へ
落
ち
の
び
、
の
ち
尼
子
晴
久
を
頼

っ
て
出
雲
に
赴
い
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
安
芸
の
過
半
は
元
就
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
元
就
は
さ
ら
に
天
文
三

年
に
宮
氏
の
本
拠
亀
寿
曲
を
、
爾
年
に
は
、
蔀
山
の
高
野
山
五
郎
入
道
久
意

（多
賀

山
通
続
）
が
尼
子
に

一
味
し
た
の
で
同
年
二
月
に
出
発
し
、
こ
れ
を
攻
め
落
し
た
。

（
『
陰
徳
太
平
記
』
）
。

こ
の
よ
う
に
毛
利
元
就
も
兄
興
元
な
き
後
、
本
家
を
継
ぎ
、
井
上

一
族
を
粛
溝
し

て
毛
利
家
内
部
を
難
め
、
大
内
氏
方
と
し
て
、
着
々
と
そ
の
地
歩
を
か
た
め
つ
つ
あ

っ
た
。

七
、
山
内
隆
通
に
つ
い
て

多
賀
山
通
続

の
息
子
山
内
隆
通
が
山
内
本
家
を

つ
ぐ
こ
と
に
な

っ
た
理
由
は

『
由

内
首
藤
家
文
書
』

二
〇
六
号
、

二
〇
七
号
、

二
〇
八
号
を
読
む
と
理
解
が
出
来

る
。

二
〇
七
号
の

「
尼
子
詮
久
畑
書
状

（切
紙
）

」
天
文
五
年

（
一
五
三
一Ｃ

〓
一月
廿

一
日
付

は
、
燿
子
譲
久

（
後
晴
久
）
が

１１１
内
聟
法
士

（
隆
通
）

に
出
し
た
も
の
で
、

そ
の
内
容
は
、
今
度

の
尼
子
の
甲
山
攻
め
で
、
詮
久
が
攻

め
お
と
し
た
の
で
、
本
来

は
山
内
は
断
絶
す

べ
き
で
あ
る
が
、
山
内
聟
法
士
が
受
け
る
と
い
う
の
で
、
曲
内
本

家
を

つ
が
せ
る
の
で
、
今
後
は
尼
子
に
忠
節
を

つ
く
す
よ
う
に
書
き
送

っ
て
い
る
。

二
〇
六
号

の
「
尼
子
経
久
書
状

」

（切
紙
）
は
晴
久

の
祖
父
で
現
在
の
屁
子
家
を

（士
）

創
業
し
た
祖
父

の
経
久

の
書
状
で
、

二
〇
七
号
と
同
年
同
月
日
で
、
曲
内
聟
法
師

に

（士
）

書
状
を
出
し
て
、
聟
法
師
が
山
内
本
家
を
継
承
し
て
い
く
に
あ
た

っ
て
、
尼
子

に
忠

節

を

つ
く
す
よ
う
に
書
き
送

っ
て
い
る
。

二
〇
六
号
、

二
〇
七
号
文
書
を
う
け
て
、

二
〇
八
号
文
書
は
次

の
よ
う
で
あ
る
。

山
内
直
通
書
状

嫁⌒
法隆
士通
殿

▼

進
之
候

上

量界
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譲
与
惣
領
職
事
、
子
二
て
侯
次
郎
四
郎
息
女
縁
辺
之
儀
、
其
之
申
合
、
致
相
詮
　
　
毛
利
方
と
し
て
活
動
を
し
て
い
る
の
は
、
尼
子
氏
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
誤
算
で
あ

候
、
鏃
比
旨
家
儀
長
久
可
有
存
知
候
。
議
急
被
守
先
例
、
可
被
申
付
事
肝
要
鉄
、　
　
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

恐
々
謹
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
文
九
年

（
一
五
四
〇
）
九
月
に
尼
子
晴
久
は
　
毛
利
元
就
を
攻
撃
す
る
為
に
、

天
文
五
年
六
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
直
通

（花
押
）
　
　
　
　
　
　
　
一
万
余
騎
を
引
率
し
て
、
書
田
を
め
ざ
し
て
富
躍
月
山
を
出
馬
し
た
が
、
救
父
の
義

嫁
法
士
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
等
有
力
武
士
が
討
ち
死
に
し
、
敗
北
を
し
て
、
富
田
に
し
り
ぞ
い
た

（
『
屁
割
合

進
之
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦
雲
陽
軍
実
記
』
）
。

山
内
本
家
の
直
通
よ
り
、
嫁
法
士

（隆
通
）
に
あ
て
た
書
状
で
、
息
子
豊
通
の
娘

聟
で
あ
る
隆
通
に
惣
鎮
織
を
譲
る
こ
と
を
し
た
た
め
た
書
状
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、

多
賀
山
通
続
の
息
子
の
隆
通
が
、
曲
内
本
家
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

山
内
本
家
と
多
賀
農
氏
と
の
関
係
を
み
る
と
、
本
家
豊
通
の
妹
が
、
多
賀
山
通
続

に
と
つ
ぎ
、
隆
通
を
生
ん
で
い
る
の
で
、
隆
遷
か
ら
み
れ
ば
豊
通
は
叔
父
に
な
る
し
、

直
通
は
祖
父
に
な
る
。

ま
た
、
経
通
の
要
は
前
述
の
よ
う
に
豊
通
の
嬢
で
あ
る

（要
亡
き
後
は
毛
利
撻
近

の
熊
谷
信
直
の
娘
を
め
と
り
、
後
と
り
の
広
通
を
得
て
い
る
。
）
。

山
内
直
通
か
ら
み
る
と
、
隆
通
夫
婦
は
、
外
孫
と
内
孫
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

多
賀
山
氏
か
ら
山
内
本
家
に
入
っ
て
も
、
祖
父
直
通
や
義
理
の
父
豊
通
の
パ
ッ
ク
ア

ッ
プ
を
得
て
、
山
内
本
家
家
臣
団
に
於
い
て
も
、
さ
ほ
ど
の
拒
絶
感
や
動
揺
は
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
な
わ
れ
る
。

但
し
、
尼
子
の
方
か
ら
み
る
と
、
多
賀
山
氏
は
大
概
尼
子
方
で
あ
っ
た
の
で
、
多

賀
山
隆
通
を
山
内
本
家
に
入
れ
て
、
尼
子
方
に
有
利
に
い
く
よ
う
に
選

っ
た
の
で
あ

ろ
う
が
、
尼
子
の
予
想
に
反
し
て
、
尼
子
の
弱
体
化
も
あ
る
が
、
隆
通
は
「
山
菫
系

※

」
の
隆
通
の
所
の
説
明
に
「
始
め
て
鴫
利
元
就
に
属
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
終
輪

そ
し
て
、
翌
年
の
天
文
十
年
に
は
　
尼
子
経
久
が
八
十
四
才
で
死
去
し
た
。
こ
の

こ
と
は
、
尼
子
に
と
っ
て
前
途
の
多
難
さ
を
予
期
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

天
文
十
年
正
月
十
四
日
尼
子
晴
久
、
吉
田
よ
り
数
走
の
後
、
三
吉
修
理
亮
広
隆
、

石
見
国
福
屋
治
部
少
輔
隆
兼
、
備
後
高
野
山
入
道
久
意

（多
賀
山
通
続
）
、
吉
川
治

郎
少
輔
興
経
、
曲
内
新
左
衛
問
尉
隆
通
、
宮
溝
狭
守
等
十
二
人
が
陶
中
務
権
大
輔
隆

一房
の
も
と

へ
「
義
隆
朝
臣
が
自
ら
出
雲

へ
進
攻
さ
れ
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
十
二
人

お
辣
方
に
参
り
、
先
陣
を
勤
め
ま
す
。
電
子
ど
退
治
の
時
に
は
、
臓
予
銀
の
う
ち
、

備
雲
石
の
三
国
の
中
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
そ
れ
ぞ
れ
の
身
上
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、

今
あ
る
と
同
じ
だ
け
の
所
領
を
加
増
し
て
下
さ
い
」
と
書
き
送

っ
た
と
い
う

（
『
陰

徳
太
平
記
』
）
。

天
文
十

一
年
正
月
十
二
爾
に
、
大
内
義
隆
は
山
漏
を
出
馬
し
た
。
こ
れ
に

一
味
同

心
の
人
々
は
、
前
述
の
十
二
人
を
含
み
、
毛
利
元
就

・
隆
元
父
子
、
宍
戸
隆
家

（
毛

利
元
就
が
隣
墨
の
強
敵
五
龍
の
宍
戸
氏
を
味
方
に
す
る
為
に
、
元
就
の
娘
を
と
つ
が

せ
た
。
ま
た
、
隆
家
の
母
は
山
内
直
通
の
娘
で
あ
る
）
、
平
賀
隆
宗
、
小
学
川
正
平
、

天
野
興
定
、
熊
谷
信
直
等
々
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
天
文
十
二
年
の
正
月
に
大
内
勢
は
富
爾
城
を
総
致
め
し
た
が
、
う
ま
く
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い
か
ず
に
逆
に
、
二
沢
、
二
刀
麟
、
本
城
、
山
内
等
々
が
尼
子
方
に
再
度
転
じ
た
た

め
に
、
大
内
勢
は
大
敗
し
、
退
却
を
し
た
。

此
の
時
に
何
度
も
書
く
が
、
毛
利
軍
も
退
却
と
な
り
、
元
就
は
山
内
を
頼

っ
て
甲

山
に
入
り
、
直
通

・
隆
通
は
元
就
を
丁
重
に
吉
躍
迄
送
り
か
え
し
た
と
い
う

（
「
閥

閲
録
』
十
三
之

一
）
。

河
合
正
治
氏
は

『
安
芸
毛
利

一
族
』
の
中
で
、
河
北
、
八
谷
が
こ
の
時
に
毛
利
直

臣
に
な
っ
た
と
い
う
講
等
で
、
「
事
実
は
存
し
た
で
あ
ろ
う
」
と
書
い
て
い
る
。

神
辺
城
の
山
名

（杉
原
）
氏
も
、
此
の
天
文
十
二
年
に
大
廃
方
か
ら
尼
子
方
に
転

じ
、
天
文
十
八
年
迄
こ
の
あ
た
り

一
帯
で
尼
子
方
と
し
て
勢
力
を
ふ
る
っ
た
。

天
文
十
二
年
二
月
十

一
日
付
で
、
山
内
少
輔
四
郎

（隆
通
）
は
大
内
義
隆
よ
り
加

冠
状
を
も
ら
っ
て
い
る
）

加
冠
　
　
　
　
隆
通

天
文
十
二
年
正
月
十

一
日

（花
押
）

山
内
少
輔
四
郎
殿

陸
通
は
大
内
義
隆
の
隆
の
字
を
も
ら
い
、
隆
通
の
加
饉
状
を
も
ら
っ
て
い
る
。

年
欠
で
あ
る
が
、
山
名
祐
豊
よ
う
の
書
状
の
中
に
気
に
な
る
事
が
あ
る
の
で
書
い

て
お
き
た
い
。

「
曲
名
梅
豊
書
状
』

（切
紙
）

二

一
〇
号
に
、
守
護
の
祐
豊
が
曲
陰
の
馬
来
家

（前
述
の
河
合
正
治
氏
の

『
安
芸
毛
利

一
族
』
の
中
で
馬
来
家
が
「
た
た
ら
製
鉄

」

と
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
）
の
事
で
、
馬
来
の
息
子
又
四
郎
に

家
督
縮
続
を
認
め
る
よ
う
に
塩
治
左
衛
門
尉
綱
に
い
お
う
と
、
曲
蒲
隆
通
に
書
き
送

っ
て
い
る
。

承
知
の
よ
う
に
、
直
通
の
嬢
が
再
婚
で
馬
来
家
に
と
つ
い
で
い
る
の
で
、
又
四
郎

は
直
通
の
娘
の
子
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

山
内
隆
通
が
天
三
十
四
年
に
、
毛
利
に
知
行
地
を
報
告
し
た
中
に
、
本
郷
の
内
で

鍛
治
量
持
、
十
八
貫
と
い
う
の
が
あ
り
、
馬
来
家
を
通
し
て
、
た
た
ら
製
鉄
鍛
治
と

も
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

天
文
二
十
年
大
内
氏
は
重
臣
の
陶
晴
賢
に
よ
っ
て
滅
亡
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
中
璽
鐘
方
の
大
内
、
競
子
体
制
は
崩
壊
し
、
新
た
な
段
階
を
む
か
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。

毛
利
元
就
に
と
っ
て
は
、
曲
陽
地
方
を
握
る
為
に
は
陶
と
の
対
決
し
か
な
く
、
そ

の
よ
う
な
状
勢
下
で
、
天
文
二
十
二
年

（
一
五
五
三
）
に
出
内
隆
通
は
毛
利
に
帰
額

す
る
の
で
あ
る
が
、
澤
順
を
教
得
し
た
の
が
、
宍
戸
隆
家
と
口
羽
通
良

（
元
就
の
鍵

近
志
道
元
良
の
弟
）
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
天
文

二
十
二
年
十
二
月
三
日
付
で
宍
戸

隆
家
あ
て
の
書
状
で
、
帰
順
の
条
件
と
し
て
、
九
ケ
条
の
条
数
を
か
か
げ
て
、
元
就
、

隆
元
、
隆
家
に
神
文
で
連
署
加
判
を
求
め
て
い
る
。

隆
通
が
あ
げ
た
九
寿
条
の
中
で
、
多
賀
曲
の
事
に
つ
い
て
は
「
一
、
多
賛
山
儀
、

我
等
同
前

二
於
政
馳
走
者
、
不
可
有
御
等
闘
与
之
鶴
両
二

一
紙
之
彎
預
御
神
文
事

」

と
書
き
、
実
家
の
多
賀
山
家
に
つ
い
て
、
曲
内
家
と
同
様
に
取
り
扱
か
わ
れ
る
こ
と

を
要
求
し
て
、
神
文
を
出
す
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

同
年
の
十
二
月
四
日
付
で
、
隆
通
あ
て
に
、
元
就
、
隆
元
、
隆
家
連
署
麓
判
し
て

返
書
を
書
き
、
九
カ
条
の
中
で
、
和
智
、
湧
喜
の
事
に
つ
い
て
は
、
納
得
出
来
な
い

が
、
そ
の
他
の
七
カ
条
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
認
め
る
事
を
書
い
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
以
後
、
曲
内
隆
通
は
毛
利
氏
方
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
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天
文

二
十
三
年

（
一
五
五
四
）
主
君
大
内
を
倒
し
て
実
権
を
握

っ
た
陶

に
対
し
て
、

毛
利
元
就
が
反
旗
を
ひ
る
が
え
し
た
為

に
、
陶
が
迎
え
た
大
内
義
長

（
九
州

の
大
友

宗
麟

の
息
子
、
母
が
大
内
氏
の
出
）
は
、

い
さ
さ
か
も
陶

に
対
し
て
、
異
心
が
な
い

こ
と
を
誓

っ
て
い
る
。

宮
島

の
闘

い
に
於

い
て
、
毛
利
と
陶
は
決
戦
し
、
毛
利
が
勝
利
を
お
さ
め
て
、

い

よ
い
よ
毛
利
は
中
国
地
方
を
支
配
下
に
お
さ
め
ん
と
し
て
、
尼
子
と
の
決
戦

に
向
か

っ
て
い
く
事

に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

い
よ
い
よ
．
山
内
と
い
う
も
の
が
、
毛
利
に
と

っ
て
は
必
要
と
な

っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

永
禄

五
年

（
一
五
六
二
）
七
月

に
尼
子
領

で
あ
る
出
雲
国
内

の
牛
尾

（
七
百
貫
）
、

賀
茂

（
五
百
貫
）
、
井
能

（
三
百
貫
）
、
佐
世

（
七
百
貫
）
を
隆
元

・
元
就
が
与
え

て
い
る

（
『
毛
利
元
就
同
隆
元
連
署
判
物
』

三
二
二
号
）
。
ま
た
、
同
年
の
十
月

に

は
、
出
雲
道
前

に
於

い
て
三
百
貫
の
知
行
を
与
え
て
い
る
。

『
親
解
壕
［
織
讐
〓
陽
讐
量
天
記
』
に
は
、

「
水ヽ
禄

五
存
Ｉ
二
月
毛
利
元
献
、̈
士
口
川
元
寒
［、

小
早
川
隆
景
、
島
根

へ
出
陣

の
為
、
赤
穴
藤
が
釣

の
城
を
発
向
、
そ
れ
に
従
う
人
々

は
、
宍
戸
隆
家
、
平
賀
隆
直
、
天
野
元
定
、
熊
谷
信
直
、
そ
し
て
山
内
隆
通
、
高
野

山
久
意
等

の
二
万
余
騎

で
あ

っ
た

」
と
あ
り
、
尼
子
と
の
闘

い
を
毛
利
が
宇
与
曲
折

を
経
な
が
ら
も
有
利

に
進
め
て
い
る
事
が
わ
か
る
。

永
禄

六
年

に
も
、
毛
利
元
就
単
独

で
、
隆
通
に
先
年

の
牛
尾

の
半
分
の
知
行
を
与

え
る
こ
と
を
約
束
し
た
こ
と
は
、

い
さ
さ
か
も
間
違

い
で
な
い
事
を
重
ね
て
申
し
入

現
福
山
市

の
熊
野
町

一
帯

に
勢
力
を
占

め
た
渡
辺
氏
は
、
十
五
代
義
昭
よ
り
毛
配

鞍
覆
、
自
傘
袋

の
免
許
を
得

て
い
る
が
、
山
内
隆
通
は
足
利
義
輝
か
ら
毛
醗
鞍
覆
の

許
可
を
得
る
た
め
に
、
義
輝

に
近

い
縁
阿
弥

（
同
朋
衆
か
）
を
通
じ
て
、
結
城
意
旭

に
働
き
か
け
て
も
ら
い
許
可
を
得

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
為
に
た
く
さ
ん
の
贈

り
も
の
を
し
て
い
る
。

結
城
意
旭

に
は
縁
阿
弥
が
文
書

（
『
山
内
首
藤
家
文
書
』
三
二
九
号
）
を
出
し
て

い
る
が
、
そ
の
中

で
、
馬
、
太
刀
を
年
々
に
御
礼
す
る
こ
と
を
書

い
て
い
る
し
、
義

輝
や
側
近
の
朽
木
輝
孝
、
そ
し
て
縁
阿
弥

に
も
贈
り
も
の
を
し
て
い
る
。

毛
配
鞍
覆
、
自
傘
袋
を
流
浪

の
十
五
代
義
昭
か
ら
で
な
く
京
都

の
将
軍

（
十
三
代

足
利
義
輝
）

か
ら
許
可
を
得

た
こ
と
は
、
備
後

の
内
部
、
外
郡

の
在
地
領
主

の
中

で

も
、
大
変
な
権
威
づ
け
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
贈
り
物
を
し
て
で
も

得
る
価
値
が
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
そ
れ
だ
け
、
山
内
隆
通
の
力
も
そ
れ

相
当

に
あ

っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

永
禄
九
年

（
一
五
六
六
）

に
尼
子
は
毛
利

に
降
服
し
、

こ
こ
に
毛
利

の
勝
利
が
決

ま
り
、
毛
利
元
就
は
、
中
国
地
方
を
代
表
す
る
戦
国
大
名

に
な

っ
た
。

永
禄
十

一
年
正
月
、
延
暦
寺

は
、
永
禄
十
年
正
月

の
山
内
隆
通
の
依
頼

に
よ
り
、

武
運
長
久
、
家
内
安
全
、
子
孫
繁
昌
、
息
災
延
命
を
祈
祷
し
て
い
る
。

祈
祷
し
た
経
文
は
、
大
日
如
来
真
言
、
佛
眼
部
母
真
言
、　
一
字
金
輪
真
言
、
御
本

尊
真
言
、
三
部
諸
天
真
言
、
摩
利
支
天
真
言
、
勝
軍
地
蔵
真
言
で
あ
っ
た
。

丁
度
、
同
年

に
九
州
の
大
友
氏
と
毛
利
が
不
仲
と
な
り
、
芸

・
備

・
石
等

の
武
士

れ
て
い
る
。

山
内
隆
通
が
、
足
利
十
三
　
　
が
軍
役
に
か
り
出
さ
れ
て
い
る
。

『
山
内
首
藤
家
文
書
』
三
二
六
―

二
三
四
号
文
書
は
、

代
義
輝
か
ら
毛
配
鞍
覆
、
自
傘
袋

の
免
許
を
得
た
こ
と
に
関
す
る
関
連
文
書

で
あ
る
。
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八
、
尼
子
降
伏
後

の
山
内

元
亀
三
年

（
一
五
七
二
）

の
事
と
思
わ
れ
る

『
山
内
首
藤
家
文
書
』

（
二
四
二
と

二
四
四
号
）

は
、
山
内
隆
通
が
毛
利
輝
元
に
忠
誠
心
を
疑
わ
れ
た
の
か
、
熊
谷
信
直

が
仲

に
入

っ
て
、
山
内
隆
通
が
輝
元
に
対
し
て
、

い
さ
さ
か
も
違
変
が
な
い
こ
と
を

誓

っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
証
と
し
て
、
隆
通
は
輝
元
に
対
し
て
、
太
刀

一
腰
と
金
覆
輪

の
鎧

を
贈

っ
て
い
る
。
又
、
輝
元
側
近
の
児
玉
元
良

に
も
、
鳥
目

三
百
疋
を
贈

っ
て
い
る
。

今
迄
は
中
国
地
方
平
定

の
為
に
山
内
を
味
方

に
つ
け
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
山

内
氏
も
毛
利

に
対
し

て
、
協
力
者
と
し
て
か
な
り
自
由
に
や

っ
て
い
た
と
思
う
の
で

あ
る
が
、
中
国
地
方
を
毛
利
が
支
配

に
収

め
た
後
は
、
支
配
関
係
を
強
化
し
て
い
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
山
内

の
服
従
心
を
確
認
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
事
を
う
け
て
、
元
亀
三
年

（
一
五
七
三
）
七
月
十
五
日
付

の
「
毛
利
輝
元
起

請
文

」
で
輝
元
は
、
山
内
隆
通

・
元
通
父
子
に
対

し
て
、
今
後
は
誰
人
が

つ
げ
口
を

し
よ
う
と
も
、
山
内
父
子
の
忠
誠
心
を
疑
わ
な
い
こ
と
を
誓
紙
を
も

っ
て
誓

っ
て
い

スυ
。そ

し
て
、
同
年

七
月
廿
八
日
付

で
、
山
内
元
通

・
隆
通
は
吉
川
元
長

・
元
春

に
対

し
て
、
山
内
父
子
が
輝
元
に
対
し
て
異
心
が
な
い
こ
と
を
、
輝
元
が
納
得
を
し
た
こ

と
を
書
き
、
吉
川
元
長

・
元
春
父
子
に
対
し

て
、

い
さ
さ
か
も
疑
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、

直
接

に
お
尋
ね
願

い
た
い
と
書
き
、
今
後
共
、
指
南
、
扶
助
を
得

る
こ
と
を
請

い
、

い

つ
わ
り
な
き
事
を
、
梵
天
、
帝
釈
、
四
大
天
王
、
惣

日
本
国
中
六
十
余
州

の
大
小
神

祇
、
特

に
厳
島
両
大
明
神
、
吉
備
津
宮
彦
大
明
神

（備
後

一
の
宮
、
吉
備
津
宮

か
）

等

に
誓
紙
を
も

っ
て
誓
約
し
て
い
る
。

同
年
八
月

一
日
付

で
、
お
り
か
え
し
、
吉
川
元
資

（
元
長
）

、
元
春
父
子
が
、
山

内
父
子
に
対
し
て
、
今
後
は
ど

の
よ
う
な
事
が
あ

っ
て
も
、
疑
う
よ
う
な
事

は
な
い

と
誓
紙
を
も

っ
て
誓

い
、
元
通
と
元
資

（
元
長
）
と
が
兄
弟

の
契
約
を
結

ぶ
う
え
は
、

今
後
共
仲
良
く
す
る
事
を
書
き
、
梵
天
、
帝
釈
、
四
大
天
王
、
惣
日
本
国
中
六
十
余

州
大
小
神
祇
、
特

に
厳
島
両
大
明
神
、
八
幡
大
菩
薩
等

に
誓

っ
て
い
る

（
吉
備
津
宮

が
な
い
の
に
注
目
）
。

『
山
内
首
藤
家
文
書
』

（
二
四
八
―

二
六
二
号
）

は
、
足
利
義
昭
に
関
す
る
書
状

で
、
輝
元
が
山
内
隆
通
に
義
昭
に
対
し
て
上
洛
の
援
助
を
命
じ
、
そ
れ
に
従

っ
て
隆

通
が
、
義
昭
の
援
助
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

特

に
、
天
正
四
年

（
一
五
七
六
）
十
月
二
日
付

の
安
国
寺
恵
瑣

の
書
状

に
は
、
隆

通
が
輛

に
い
る
義
昭
の
も
と
に
、
滑
良
通
泰
を
遣
し
た
こ
と
に
対
し
て
、

「
面
目

の

至
、
大
慶
こ
れ
に
す
ぐ
べ
か
ら
ず
候

」
と
書
き
送

っ
て
い
る

（
『
山
内
首
藤
家
文
書
』

二
吾

一
号
）
。

こ
の
事

に
つ
い
て
、
隆
通
が
足
利
義
昭
や
側
近
に
進
上
し
た
品
目
が
あ
り
、
義
昭

に
太
刀

一
腰

（
二
王
）
、
馬

一
疋

（
栗
毛
）
、
釧

（
国
吉
）
、
青
銅
千
貫

（
但
し
、

黄
金
五
拾
両
、
銀
子

二
貫
五
百
目
）
、
真
本
島
昭
光
に
は
、
青
銅

五
万
疋

（但
し
、

黄
金
五
十
両
）
、
春
日
殿

に
は
青
銅
千
疋
、
城
信
濃
守

に
も
青
銅
千
疋
、
御
供
衆
五

人
と
乳
母

に
太
刀
と
馬
を

一
疋
ず

つ
、
同
朋
衆
、
猿
楽
、
厩
方
、
小
者
に
そ
れ
ぞ
れ

三
百
疋
ず

つ
、
半
田
七
介
に
二
万
疋

（但
し
、
金
子

二
つ
）

を
贈

っ
て
い
る
。
安
国

寺

の
「
面
目
の
至

」
と
い
う
の
は
、
こ
の
事

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

山
内
隆
通

の
息
子
元
通
に
は
妻
が
な
く
、
天
正
七
年
七
月
十
五
日
に
三
十

一
才

で

な
く
な
っ
て
い
る
。
此

の
為

に
隆
通
は
、
家
督
を
二
男
の
広
通
に
譲
る
こ
と
と
し
、
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ま
ず
、
広
通
を
元
通
の
養
子
に
し
て
、
縁
者
の
熊
谷
信
直
や
宍
戸
隆
家
を
通
じ
て
、

書
網
元
藩
に
働
き
か
け
て
、
毛
利
輝
元
の
許
し
を
得
よ
う
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
天

正
七
年
八
月
十
七
日
付
の
隆
家
あ
て
の
書
状
で
家
督
相
続
を
許
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
お
礼
と
し
て
、
輝
元
に
太
刀

一
腰
、
馬

一
疋
を
贈

っ
て
い
る
。

ま
た
同
時
に
宍
戸
隆
家
に
対
し
て
も
太
刀

一
緩
、
馬
代
を
贈

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

天
正
八
年
九
尾
五
日
付
で
、
五
龍

（宍
戸
隆
家
）
に
対
し
て
、
隆
通

・
千
松
丸

（広
通
）
父
子
は
　
宍
戸
隆
家
に
対
し
て
疎
意
な
き
こ
と
を
誓

っ
て
い
る
。

誓
約
し
て
い
る
神
は
、
梵
天
、
帝
釈
、
四
大
天
玉
、
惣
両
難
本
国
中
大
小
神
祇
、

当
国

一
宮

（吉
難
津
宮
）
特
に
八
幡
大
菩
薩
、
厳
島
両
大
明
神
等
に
誓

っ
て
い
る
。

宍
戸
隆
家

・
元
孝
父
子
も
同
年
九
月
六
日
付
で
、
山
内
父
子
に
誓
約
を
出
し
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

「
祖
父
元
源
や
父
元
家
を
通
じ
て
、
山
内
と
は
因
縁
あ
さ
か

ら
ず
も
の
が
あ
り
、
隆
家
幼
少
の
頃
の
数
ケ
年
に
わ
た
っ
て
、
山
内
直
通
に
扶
助
せ

ら
れ
た
。
そ
の
事
が
忘
れ
が
た
い
」
と
あ
り
、
隆
家

・
元
孝
父
子
は
隆
通

・
広
通
父

子
に
対
し
て
疎
略
な
き
こ
と
を
誓

っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
誓
約
す
る
神
々
は
、
梵
天
、
帝
釈
、
四
大
天
王
、
惣
而
日
本
国
中
大
小

神
織
、
特
に
入
幡
大
警
藤
、
厳
轟
両
大
明
神
等
に
響

っ
て
い
る
。

誓
約
し
た
神
々
に
つ
い
て
、
曲
内
隆
通
父
子
と
宍
戸
隆
家
父
子
。
吉
川
元
春
父
子

と
由
内
隆
通
父
子
が
誓
約
し
た
神
々
を
比
べ
て
み
る
と
、
上
下
関
係
が
明
確
に
わ
か

っ
て
興
味
深
い
。

曲
内
父
子
と
宍
戸
父
子
で
は
、
山
内
は
当
国

一
宮

（吉
備
津
宮
）
を
あ
げ
、
特
に

で
、
厳
島

（安
芸

一
宮
＝
毛
利
）
八
幡
の
順
に
あ
げ
て
い
る
。

宍
戸
は
特
に
で
、
八
幡
大
警
薩

（宍
戸
の
崇
拝
す
る
神
社
か
）
、
厳
島
を
あ
げ
で

い
る
。

書
川
は
特
に
で
、
厳
島
、
八
幡
大
蓄
薩
の
順
に
あ
げ
、
山
内
父
子
は
、
特

に
で
、

厳
島
、
吉
備
津
の
順
に
あ
げ
て
い
る
。

宍
戸
の
時
に
は
、
お
互
い
の
崇
拝
す
る
神
社
を
あ
げ
、
次
に
厳
島

（
毛
利
）
を
あ

げ
て
い
る
が
、
書
鋼
の
時
は
、
書
川
は
厳
島
と
八
幡
を
あ
げ
、
山
内
は
厳
島

（安
芸

一
宮
）
、
吉
備
津

（備
後

一
宮
）
の
順
に
あ
げ
、
上
下
関
係
を
配
慮
し
た
順
番
に
し

て
い
る
。

宍
戸
と
誓
約
を
し
た
年
の
十
月
に
、
隆
通
は
宍
戸
隆
家
に
対
し
て
、
太
刀

一
腰
と

青
銅
千
疋
を
和
融
の
祝
儀
と
し
て
贈

っ
て
い
る
。

天
正
十
二
年

（
一
五
八
四
）
二
月
十
二
日
付
で
毛
利
輝
元
は
、
隆
通
に
対
し
て
次

の
よ
う
な
書
状
を
出
し
て
い
る

（
『
山
内
首
藤
家
文
書
』
二
八
七
号
）
。

「
ご
存
知
の
よ
う
に
、
三
吉
、
久
代
、
三
澤
方
を
始
め
と
し
て
、
す
で
に
入
質
を

轟
し
て
い
る
が
、
あ
な
た
は
他
憑

へ
出
張

っ
て
い
た
の
で
、
人
質
の
中
し
出
を
し
て

い
な
か
っ
た
が
、
皆
と
同
じ
よ
う
に
、
早
々
と
入
質
を
さ
し
出
す
よ
う
に
」
と
い
っ

て
い
る
。

天
五
十
二
年

（
一
五
八
四
）
卵
月
十
八
日
特
の
毛
利
輝
元
よ
り
、
熊
谷
構
麓
あ
て

の
書
状
に
は
、
隆
通
が
人
質
を
出
す
よ
う
に
五
籠

（宍
戸
）
に
助
言
し
て
く
れ
る
こ

と
を
望
ん
で
い
る
こ
と
を
書
き
送

っ
て
い
る
。

こ
れ
を
う
け
て
、
同
年
卯
月
警
日
付
の
熊
谷
蕪
直
の
隆
通
あ
て
の
書
状
に
は
、
輝

元
が
隆
通
に
人
質
を
さ
し
出
す
こ
と
を
求
め
て
い
る
事
を
書
き
、
分
別
を
も
っ
て
返

事
を
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。

そ
し
て
、
甘
自
付
で
隆
通
は
、
信
直
に
対
し
て
、
息
子
の
鬼
松

（広
通
）
を
入
質
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と
し
て
、
宍
戸
隆
家

に
さ
し
出
す
こ
と
を
申
し
出
、
信
直
に
輝
元

へ
の
取
り
な
し
を

頼

ん
で
い
る
。

天
正
十

二
年

の
五
月
廿
三
日
に
、
広
通
は
五
龍

に
人
質
と
し
て
い
く
段
ど
り
と
な

り
、
そ
し
て
、
五
龍

に
い
く
時

に
は
、
養
生
の
為
だ
と
称
す
る
よ
う
に
、
信
直

（広

通
は
信
直
か
ら
み
る
と
外
孫

に
あ
た
る
）
は
隆
通
あ
て
の
書
状

（
『
山
内
首
藤
家
文

書
Ｌ

一δ

Ｏ
号
）

で
い
っ
て
い
る
。

広
通
の
人
質

さ
し
出
し
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
吉
川
元
春
や
小
早
川
隆
景
も
書
状

を
隆
通
に
出
し
て
い
る
。

小
早
川
隆
景
は
書
状

（
山
内

三
〇
三
号
）

の
中

で
、
四
国
伊
豫

へ
の
渡
海

に
つ
い

て
近
況
を
書
き
な
が
ら
、
隆
通
が
人
質
を
出
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、

「
被
御

分

別

御
書
付
等
被
差
出
候
之
由
、
尤
可
然
候

」
と
書

い
て
い
る
。

人
質
を
出
し
た
後

の
天
正
十
四
年

二
月

に
隆
通
は
、
毛
利

に
知
行
高
を
注
進
し
て

い
る

（
山
内

三
〇
四
号
）
。

そ
の
内
訳
は
、
本
郷
七
村
、
泉
田
、
信
敷
東
西
、
永
江
、
河
北
、
伊
与
森
脇
、
高
小

用
、
岩
成
。
安
芸

に
於

い
て
は
、
佐
束

の
門
長
来
村
。
雲
州

に
於

い
て
は
、
賀
茂
、

佐
世
、
大
東

の
内
、
大
束

の
内
大
西

の
内
、
三
代
神
原
。
そ
し
て
、
山
内
家
の
重
臣

た
ち
、
滑
通
恒
、
宇
野
通
治
、
河
面
通
友
、
湧
喜
通
良
等

の
所
領
も
注
進

の
中

に
含

ま
れ
て
い
る
。
そ
の
所
領
高
は
合
わ
せ
て
、
陸
千
葉
百
難
拾
貫

（
六
千
七
百
四
十
貫
）

で
あ

っ
た
。

人
質
と
所
領
注
進
に
よ
り
、
隆
通
は
い
や
応
な
く
毛
利

の
体
制

に
組

み
込
ま
れ
て

い
き
、
息
子
の
広
通
の
代

に
な
る
と
、
完
全

に
毛
利
家

に
組

み
こ
ま
れ
て
広
通
の
息

子
元
資

の
時
に
は
、
毛
利

の
家
臣
と
し
て
、

二
千
四
百
石
と
い
う
破
格

の
待
遇
を
得

て
い
る
。

九
、
ま
　
と
　
め

源
頼
朝

の
御
家
人
と
し
て
出
発
し
た
山
内
氏
が
、
蔀
山
か
ら
甲
山
に
来

て
、
着

々

と
勢
力

を
扶
殖
し
て
い
き
、
尼
子
や
大
内
、
毛
利

の
戦
国
大
名

に
は
さ
ま
れ
て
生
き

抜
き
、
隆
通
の
時
代

に
は
、
毛
利

に
対
し
て
、
人
質
や
知
行
高
を
注
進
し
た
く
な
か

っ
た
ろ
う
け
れ
ど
も
、　
一
回
り
大
き
な
毛
利
に
対
し
て
や
む
な
く
従

っ
て
い
き
、
そ

し
て
、
徳
川
時
代

に
は
、
完
全

に
毛
利
家
臣
と
し
て
体
制

に
組

み
込
ま
れ
た
。

杉
原
盛
重

の
子
や
宮

（
亀
寿
山
）
、
和
智
等
は
毛
利
等

に
よ

っ
て
ほ
う
む
ら
れ
た

が
、
山
内

は
ど
う
で
あ

っ
た
か
。
山
内

に
も
危
機
は
あ

っ
た
と
思
う
。
そ
れ
は
、
毛

利
輝
元
に
よ

っ
て
忠
誠
心
を
疑
わ
れ
た
事

だ
と
思
う
が
、
毛
利
側
近
に
縁
者

（熊
谷

信
直
や
宍
戸
隆
家

（
隆
家
の
息
子
は
毛
利
輝
元
の
娘
を
嫁

に
も
ら
っ
て
い
る
》
が

い

た
事
が
さ
い
わ
い
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
文
書
等

で
も
、
彼

ら
が
毛
利

に
対
し

て

取
り
な
し
を
し
て
い
る
の
が
散
見
す
る
の
で
、
こ
れ
は
大
き
な
力

に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

山
内
氏
は
足
利
義
輝

や
義
昭
、
毛
利
氏

に
対
し
て
も
贈
り
物
を
し
て
い
る
が
、
そ

の
経
済
力
は
と

い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
山
陰

の
た
た
ら
製
鉄

の
馬
来
家
と
の
つ
な

が
り
等

、
鋳
物

や
鉄
と

の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

こ
れ
が
今
後

の
課
題
で
は
な
い
か
と
思
う
。

（
一
九
九
〇
、　
こ
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